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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　タイル目地模様を有するトンネル壁面の塗装方法であって、

　平滑化処理を施した下地に、タイル目地模様に目地材を剥離可能に貼付する工程と、

　前記平滑化処理を施した下地のうち前記目地材の貼付された領域以外の領域に、モルタ

ルを該目地材と略同じ厚みに塗布する工程と、

　アルコキシシロキサンを主成分とし、オルガノシランおよび無機顔料を含有する第１の

無機塗料を、少なくとも前記モルタルに塗布して、該第１の無機塗料による有色層を形成

する工程と、

　前記第１の無機塗料と空気中の水分との反応により当該第１の無機塗料が硬化する前に

、前記目地材を剥離して、前記下地が露出された目地溝を形成した後、該第１の無機塗料

と空気中の水分との反応により当該第１の無機塗料を硬化させる工程と、

　アルコキシシロキサンを主成分とし、オルガノシランを含有し且つ透光性を有する第２

の無機塗料を、前記有色層と前記目地溝とに、前記有色層よりも薄い厚みとなるように塗

布したのち、前記第２の無機塗料と空気中の水分との反応により当該第２の無機塗料を硬

化させて、透光性且つ硬性のガラス質の保護層を形成する工程と、

　を有することを特徴とするタイル目地模様を有するトンネル壁面の塗装方法。

【請求項２】

　前記下地は、トンネルのコンクリート構造物の側壁であることを特徴とする請求項１に

記載のタイル目地模様を有するトンネル壁面の塗装方法。
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【 請 求 項 ３ 】

　 ト ン ネ ル の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 側 壁 に タ イ ル を 貼 付 し た タ イ ル 貼 付 部 と タ イ ル 剥 落 部

と が 形 成 さ れ 、

　 前 記 目 地 材 を 前 記 下 地 に 貼 付 す る 工 程 の と き 、 前 記 タ イ ル 剥 落 部 の 下 地 に 前 記 平 滑 化 処

理 を 施 し 、 前 記 タ イ ル 貼 付 部 の 目 地 と 同 じ 間 隔 の タ イ ル 目 地 模 様 と な る よ う に 、 前 記 目 地

材 を 剥 離 可 能 に 貼 付 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ の 記 載 の タ イ ル 目 地 模

様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 第 １ の 無 機 塗 料 、 お よ び 、 第 ２ の 無 機 塗 料 は 、 一 液 性 で 無 溶 剤 の 塗 料 で あ り 、 且 つ

、 不 燃 性 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の タ イ ル 目 地 模

様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 第 １ の 無 機 塗 料 は 、 前 記 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン が ３ ３ ～ ４ １ 重 量 ％ 、 前 記 オ ル ガ ノ

シ ラ ン が ８ ． ３ ～ １ ０ ． ３ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ

か に 記 載 の タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 ２ の 無 機 塗 料 は 、 前 記 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン が ７ ７ ～ ９ ５ 重 量 ％ 、 前 記 オ ル ガ ノ

シ ラ ン が ５ ～ １ １ ． ３ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に

記 載 の タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 道 路 ト ン ネ ル で は ド ラ イ バ ー の 視 認 性 や 、 景 観 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 ト ン ネ ル 内 壁 を

タ イ ル 等 を 使 っ て 明 色 化 す る こ と が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 タ イ ル が 多 く 採 用

さ れ る 理 由 は 、 不 燃 性 で あ り ト ン ネ ル 内 火 災 で 有 毒 ガ ス を 発 し な い 、 硬 度 が 高 く 機 械 清 掃

時 に 傷 が つ き に く く 汚 れ が 落 ち や す い 、 高 い 光 沢 を 長 期 間 維 持 す る 、 と い っ た 特 徴 を 有 す

る た め で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ９ ０ ６ ７ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 ト ン ネ ル の コ ン ク リ ー ト 壁 面 に ひ び 割 れ が 発 生 し た り 、 漏 水 や 結 露 が 生

じ た り 、 長 年 交 通 振 動 を 受 け た り す る こ と に よ っ て モ ル タ ル の 付 着 力 が 低 下 し 、 タ イ ル が

壁 面 か ら 剥 が れ て 落 下 す る 事 が あ る 。 剥 落 の 要 因 が ト ン ネ ル 壁 面 に あ る 場 合 、 再 度 タ イ ル

を 貼 り 付 け 直 し て も 、 再 度 剥 が れ 落 ち る こ と が 多 い 。 剥 が れ 落 ち た タ イ ル が 通 行 車 両 と 接

触 す る と 車 両 の 損 傷 や 事 故 の 要 因 に な り 得 る 。 こ の た め 、 上 記 タ イ ル が 有 す る 優 れ た 機 能

を 有 し て い な が ら タ イ ル の よ う に 剥 が れ 落 ち る こ と が な く 、 さ ら に 既 設 タ イ ル 貼 付 部 と 景

観 的 に 一 体 と な る 材 料 と 手 法 が 必 要 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 ト ン ネ ル の 壁 面 な ど に 、 剥 が れ 落 ち

る こ と が な く 、 不 燃 性 で あ り 、 硬 度 が 高 く 機 械 清 掃 時 に 傷 が つ き に く く 汚 れ が 落 ち や す く

、 高 い 光 沢 を 長 期 間 維 持 す る 、 タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 を 提 供 す

る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 は 、 タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る

塗 装 の 施 工 方 法 で あ っ て 、 平 滑 化 処 理 を 施 し た 下 地 に 、 タ イ ル 目 地 模 様 に 目 地 材 を 剥 離 可

能 に 貼 付 す る 工 程 と 、 前 記 平 滑 化 処 理 を 施 し た 下 地 の う ち 前 記 目 地 材 の 貼 付 さ れ た 領 域 以

外 の 領 域 に 、 モ ル タ ル を 該 目 地 材 と 略 同 じ 厚 み に 塗 布 す る 工 程 と 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン

を 主 成 分 と し 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン お よ び 無 機 顔 料 を 含 有 す る 第 １ の 無 機 塗 料 を 、 少 な く と も

前 記 モ ル タ ル に 塗 布 し て 、 該 第 １ の 無 機 塗 料 に よ る 有 色 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ の

無 機 塗 料 と 空 気 中 の 水 分 と の 反 応 に よ り 当 該 第 １ の 無 機 塗 料 が 硬 化 す る 前 に 、 前 記 目 地 材

を 剥 離 し て 、 前 記 下 地 が 露 出 さ れ た 目 地 溝 を 形 成 し た 後 、 該 第 １ の 無 機 塗 料 と 空 気 中 の 水

分 と の 反 応 に よ り 当 該 第 １ の 無 機 塗 料 を 硬 化 さ せ る 工 程 と 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン を 主 成

分 と し 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン を 含 有 し 且 つ 透 光 性 を 有 す る 第 ２ の 無 機 塗 料 を 、 前 記 有 色 層 と 前

記 目 地 溝 と に 、 前 記 有 色 層 よ り も 薄 い 厚 み と な る よ う に 塗 布 し た の ち 、 前 記 第 ２ の 無 機 塗

料 と 空 気 中 の 水 分 と の 反 応 に よ り 当 該 第 ２ の 無 機 塗 料 を 硬 化 さ せ て 、 透 光 性 且 つ 硬 性 の ガ

ラ ス 質 の 保 護 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 ト ン ネ ル の 壁 面 な ど に 、 剥 が れ 落 ち る こ と が な く 、 不 燃 性 で あ り 、 硬

度 が 高 く 機 械 清 掃 時 に 傷 が つ き に く く 汚 れ が 落 ち や す く 、 高 い 光 沢 を 長 期 間 維 持 す る 、 タ

イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 を 施 し

た 壁 面 の 一 例 を 示 す 図 、 （ ａ ） は 壁 面 の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 壁 面 の 断 面 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 の 一 例

を 示 す 図 、 （ ａ ） は 壁 面 の 断 面 図 、 （ ｂ ） は 目 地 材 等 の 断 面 図 、 （ ｃ ） は モ ル タ ル 層 等 の

断 面 図 、 （ ｄ ） は 有 色 層 等 の 断 面 図 、 （ ｅ ） は 目 地 材 除 去 時 の 有 色 層 等 の 断 面 図 、 （ ｆ ）

は 保 護 層 等 の 断 面 図 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 の 一 例

を 示 す 図 、 （ ａ ） は タ イ ル 貼 付 部 と タ イ ル 剥 落 部 を 有 す る 壁 の 一 例 を 示 す 正 面 図 、 （ ｂ ）

は 下 地 を 平 坦 化 し た 壁 面 の 正 面 図 、 （ ｃ ） は 、 タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る 塗 装 を 施 し た 壁 の

正 面 図 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 の フ ロ

ー チ ャ ー ト 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 を 施 し

た 壁 面 の 一 例 を 示 す 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 を 、 図 面 を 参

照 し な が ら 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 を 施

し た 壁 面 （ 塗 装 物 １ ） の 一 例 を 示 す 図 で あ り 、 詳 細 に は 図 １ （ ａ ） は 壁 面 の 正 面 図 、 図 １

（ ｂ ） は 壁 面 の 断 面 図 を 示 す 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 は 、 図 １ （ ａ

） 、 図 １ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 塗 装 対 象 物 と し て の コ ン ク リ ー ト 建 造 物 の 側 壁 な ど に 、

タ イ ル 目 地 模 様 に 目 地 ５ を 形 成 し た 塗 装 を 施 す 。

　 目 地 ５ に よ り 区 画 さ れ た タ イ ル に 相 当 す る 疑 似 タ イ ル 部 ６ は 、 下 地 ９ 上 に 形 成 さ れ た モ

ル タ ル 層 ２ と 、 無 機 顔 料 を 含 有 す る 無 機 塗 料 ３ Ｔ （ 第 １ の 無 機 塗 料 ） を 塗 布 し て 形 成 さ れ
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た 有 色 層 ３ と 、 有 色 層 ３ お よ び 目 地 ５ に 無 機 塗 料 ４ Ｔ （ 第 ２ の 無 機 塗 料 ） を 塗 布 し て 形 成

さ れ た 保 護 層 ４ と を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 モ ル タ ル 層 ２ は 、 下 地 ９ 上 に モ ル タ ル な ど が 塗 布 さ れ 、 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。

　 有 色 層 ３ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 下 地 ９ に 第 １ の 無 機 塗 料 と し て の 無 機 塗 料 ３

Ｔ （ 第 １ の 無 機 塗 料 ） が 塗 布 さ れ て 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。

　 無 機 塗 料 ３ Ｔ は 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン を 主 成 分 と し 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン お よ び 無 機 顔 料

を 含 有 し て い る 。

　 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン は 、 Ｓ ｉ － Ｏ 結 合 （ シ ロ キ サ ン 結 合 ） を 有 し 、 且 つ 、 分 子 内 に ア

ル コ キ シ 基 を 有 す る 。 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン は 、 空 気 中 の 水 分 な ど と 反 応 す る こ と で 、 高

硬 性 の ガ ラ ス 質 材 と な る 。 オ ル ガ ノ シ ラ ン は 、 ケ イ 素 化 合 物 で あ り 、 空 気 中 の 水 分 な ど と

反 応 す る こ と で 、 高 硬 性 の ガ ラ ス 質 材 と な る 。 無 機 顔 料 と し て は 、 赤 、 白 、 緑 、 オ レ ン ジ

な ど の 所 定 の 色 の 無 機 材 料 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 無 機 塗 料 ３ Ｔ は 、 例 え ば 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン が ３ ３ ～ ４ １ 重 量 ％ 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン

が ８ ． ３ ～ １ ０ ． ３ 重 量 ％ で あ り 、 好 ま し く は 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン が ３ ５ ～ ３ ９ 重 量

％ 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン が ９ ． ０ ～ ９ ． ５ 重 量 ％ で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 無 機 塗 料 ３ Ｔ は 、 不 燃 性 、 耐 久 性 、 耐 候 性 な ど の 各 種 条 件 を 考 慮 す れ ば 、 無 機 塗 料 （ 例

え ば 、 （ 株 ） シ ク ソ ン 社 製 の 中 塗 り 用 Ｔ Ｓ コ ー ト Ｋ Ｔ （ 色 付 ） ） を 用 い る こ と が 好 ま し い

。 こ の 無 機 塗 料 ３ Ｔ は 、 一 液 性 で 無 溶 剤 の 塗 料 で あ り 、 不 燃 性 で あ る 。 ま た 、 こ の 無 機 塗

料 ３ Ｔ は 、 空 気 中 の 水 分 な ど と 反 応 し て 高 硬 性 の ガ ラ ス 質 材 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 保 護 層 ４ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 有 色 層 ３ に 無 機 塗 料 ４ Ｔ （ 第 ２ の 無 機 塗 料 ）

が 塗 布 さ れ て 形 成 さ れ て い る 。 保 護 層 ４ は 、 厚 さ が ２ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ 程 度 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の 無 機 塗 料 ４ Ｔ （ 第 ２ の 無 機 塗 料 ） は 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン を 主 成 分 と し 、 オ ル ガ

ノ シ ラ ン を 含 有 し て お り 、 透 光 性 を 有 す る 。

　 無 機 塗 料 ４ Ｔ は 、 例 え ば 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン が ７ ７ ～ ９ ５ 重 量 ％ 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン

が ５ ～ １ １ ． ３ 重 量 ％ で あ り 、 好 ま し く は 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン が ８ ２ ～ ９ ０ 重 量 ％ 、

オ ル ガ ノ シ ラ ン が ２ ． ０ ～ ５ ． ０ 重 量 ％ で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 無 機 塗 料 ４ Ｔ は 、 不 燃 性 、 耐 久 性 、 耐 候 性 な ど の 各 種 条 件 を 考 慮 す れ ば 、 無 機 塗 料 （ 例

え ば 、 （ 株 ） シ ク ソ ン 社 製 の 上 塗 り 用 Ｔ Ｓ コ ー ト Ｋ Ｔ （ ク リ ア ） ） を 用 い る こ と が 好 ま し

い 。 こ の 無 機 塗 料 ４ Ｔ は 、 一 液 性 で 無 溶 剤 の 塗 料 で あ り 、 不 燃 性 で あ る 。 こ の 無 機 塗 料 ４

Ｔ は 、 空 気 中 の 水 分 な ど と 反 応 し て 高 硬 性 の ガ ラ ス 質 材 と な る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

＜ タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 ＞

　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 の 一

例 を 示 す 図 で あ り 、 詳 細 に は 、 図 ２ （ ａ ） は 下 地 ９ と し て の 壁 面 の 断 面 図 、 図 ２ （ ｂ ） は

目 地 材 ８ 等 の 断 面 図 、 図 ２ （ ｃ ） は モ ル タ ル 層 ２ 等 の 断 面 図 、 図 ２ （ ｄ ） は 有 色 層 ３ 等 の

断 面 図 、 図 ２ （ ｅ ） は 目 地 材 ８ 除 去 時 の 有 色 層 ３ 等 の 断 面 図 、 図 ２ （ ｆ ） は 保 護 層 ４ 等 の

断 面 図 を そ れ ぞ れ 示 す 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ３ は 、 タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 の 一 例 を 示 す 図 で あ り 、 詳 細

に は （ ａ ） は タ イ ル 貼 付 部 と タ イ ル 剥 落 部 を 有 す る 壁 の 一 例 を 示 す 正 面 図 、 図 ３ （ ｂ ） は

下 地 ９ を 平 坦 化 し た 壁 面 の 正 面 図 、 図 ３ （ ｃ ） は タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る 塗 装 を 施 し た 壁

の 正 面 図 を そ れ ぞ れ 示 す 。

　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 の フ

ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ な ど を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す

る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 の 一 例 を 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 塗 装 対 象 物 は 、 ト ン ネ ル

な ど の コ ン ク リ ー ト 製 構 造 物 の 側 壁 な ど で あ る 。 詳 細 に は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、

ト ン ネ ル の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 側 壁 な ど に 、 タ イ ル ２ ０ を 貼 付 し た タ イ ル 貼 付 部 ２ １ が

形 成 さ れ て い る 。 経 年 劣 化 な ど に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 側 壁 に 、 タ イ ル ２ ０ が 剥 が

れ 落 ち た タ イ ル 剥 落 部 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の タ イ ル 剥 落 部 ２ ２ に 、 本 発 明 の 実 施 形

態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 を 実 施 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 図 ３ （ ａ ） 、 図 ２ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 塗 装 対 象 物 で あ る

下 地 ９ の 表 面 を 洗 浄 処 理 す る 。 詳 細 に は 、 タ イ ル 剥 落 部 ２ ２ の 下 地 ９ に 残 っ た タ イ ル な ど

を 除 去 し 、 下 地 ９ の レ イ タ ン ス 、 油 分 、 汚 れ な ど を ワ イ ヤ ブ ラ シ 、 サ ン ダ ー 、 サ ン ド ペ ー

パ ー な ど で 除 去 し 、 水 洗 い 洗 浄 処 理 、 ま た は 、 高 圧 洗 浄 処 理 を 行 う 。 レ イ タ ン ス と は 、 セ

メ ン ト の 主 に 石 灰 石 な ど の 微 粒 子 や 骨 材 の 微 粒 分 が 、 ブ リ ー デ ィ ン グ 水 と と も に コ ン ク リ

ー ト の 上 面 に 上 昇 し て 堆 積 し た 多 孔 質 な 泥 膜 層 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て 、 図 ３ （ ｂ ） 、 図 ２ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 タ イ ル 剥 落 部 ２ ２

（ タ イ ル ２ ０ を 剥 が し た 後 の 面 を 含 む ） の 下 地 ９ に 素 地 調 整 工 程 を 行 う 。 詳 細 に は 、 下 地

９ の 表 面 に 欠 損 、 ピ ン ホ ー ル な ど 平 坦 で な い 部 分 が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 セ メ ン ト 材 な ど

で 素 地 調 整 、 平 坦 化 処 理 な ど を 行 う 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 、 図 ２ （ ｂ ） 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 し た よ う に 、 タ イ ル 目 地 模 様 に

、 養 生 テ ー プ や 型 枠 な ど の 目 地 材 ８ を 剥 離 可 能 に 貼 付 す る 。 こ の 際 、 タ イ ル 貼 付 部 ２ １ の

目 地 と 同 じ 間 隔 の タ イ ル 目 地 模 様 と な る よ う に 、 目 地 材 ８ を 剥 離 可 能 に 貼 付 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に お い て 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 平 滑 化 処 理 を 施 し た 下 地 ９ の う

ち 目 地 材 ８ の 貼 付 さ れ た 領 域 以 外 の 領 域 に 、 モ ル タ ル を そ の 目 地 材 ８ と 略 同 じ 厚 み に 塗 布

し て 、 モ ル タ ル 層 ２ を 形 成 す る 。 所 定 時 間 だ け 放 置 す る こ と に よ り 、 モ ル タ ル 層 ２ が 乾 燥

し て 、 硬 化 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ に お い て 、 中 塗 り 工 程 を 行 う 。 詳 細 に は 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 し た よ う に 、

顔 料 を 含 有 し た 無 機 塗 料 ３ Ｔ （ 例 え ば （ 株 ） シ ク ソ ン 社 製 の 中 塗 り 用 Ｔ Ｓ コ ー ト Ｋ Ｔ （ 色

付 ） ） を ロ ー ラ ー 、 刷 毛 な ど に よ り 、 モ ル タ ル 層 ２ の モ ル タ ル 上 に 、 ま た 僅 か に 目 地 材 ８

上 に １ 、 ２ 回 塗 布 し て 有 色 層 ３ を 形 成 す る 。 標 準 的 な 塗 布 量 は 、 ０ ． １ ５ ｋ ｇ ／ ｍ
2
程 度

で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 図 ２ （ ｅ ） に 示 し た よ う に 、 第 １ の 無 機 塗 料 ３ Ｔ の 硬 化 前 に

、 養 生 テ ー プ や 型 枠 な ど の 目 地 材 ８ を 剥 離 （ 除 去 ） し て 目 地 溝 ５ ａ を 形 成 し た 後 、 所 定 時

間 だ け 常 温 で 放 置 し て 、 無 機 塗 料 ３ Ｔ を 硬 化 さ せ る 。 詳 細 に は 、 有 色 層 ３ で は 、 無 機 塗 料

３ Ｔ が 塗 布 さ れ た 後 、 常 温 で 所 定 時 間 放 置 す る と 、 無 機 塗 料 ３ Ｔ が 空 気 中 の 水 分 な ど と 反

応 し て 硬 化 し 、 高 い 硬 性 を 有 す る ガ ラ ス 質 の 有 色 層 ３ と な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 、 図 ２ （ ｆ ） に 示 し た よ う に 、 上 塗 り 工 程 を 行 う 。 詳 細 に は 、

透 光 性 を 有 す る 無 機 塗 料 ４ Ｔ （ 第 ２ の 無 機 塗 料 ） を 、 有 色 層 ３ と 目 地 溝 ５ ａ と に 、 有 色 層

３ よ り も 薄 い 厚 み と な る よ う に 塗 布 し て 保 護 層 ４ と す る 。 詳 細 に は 、 ロ ー ラ ー 、 刷 毛 な ど

に よ り 上 塗 り 用 Ｔ Ｓ コ ー ト Ｋ Ｔ （ ク リ ア ） を 有 色 層 ３ に １ 、 ２ 回 塗 布 す る 。 標 準 的 な 塗 布

量 は 、 ０ ． ０ ６ ｋ ｇ ／ ｍ
2
～ ０ ． １ ２ ｋ ｇ ／ ｍ

2
で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 、 硬 化 工 程 を 行 う 。 詳 細 に は 、 無 機 塗 料 ４ Ｔ （ 第 ２ の 無 機 塗 料

） を 塗 布 後 、 常 温 で 所 定 時 間 放 置 す る と 、 無 機 塗 料 ４ Ｔ が 空 気 中 の 水 分 な ど と 反 応 し て 硬
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化 し 、 透 光 性 且 つ 硬 性 の ガ ラ ス 質 の 保 護 層 ４ と な る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 次 に 、 塗 装 の 塗 り ム ラ 、 塗 り 残 し な ど を 検 査 す る 。 そ の 後 、 必 要 に 応 じ て 塗 膜 性 能 確 認

の 試 験 、 付 着 強 度 試 験 、 塗 膜 硬 度 試 験 、 密 着 性 試 験 、 拡 散 反 射 率 試 験 な ど を 実 施 し て 、 塗

装 状 態 を 検 査 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面

の 塗 装 方 法 は 、 平 滑 化 処 理 を 施 し た 下 地 ９ に 、 タ イ ル 目 地 模 様 に 目 地 材 ８ を 剥 離 可 能 に 貼

付 す る 工 程 （ Ｓ １ １ 、 Ｓ １ ３ 、 Ｓ １ ５ ） と 、 平 滑 化 処 理 を 施 し た 下 地 ９ の う ち 目 地 材 ８ の

貼 付 さ れ た 領 域 以 外 の 領 域 に 、 モ ル タ ル を 該 目 地 材 ８ と 略 同 じ 厚 み に 塗 布 す る 工 程 （ Ｓ １

７ ） と 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン を 主 成 分 と し 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン お よ び 無 機 顔 料 を 含 有 す る

無 機 塗 料 ３ Ｔ （ 第 １ の 無 機 塗 料 ） を 、 少 な く と も モ ル タ ル 層 ２ の モ ル タ ル に 塗 布 し て 、 無

機 塗 料 ３ Ｔ に よ る 有 色 層 ３ を 形 成 す る 工 程 （ Ｓ １ ９ ） と 、 無 機 塗 料 ３ Ｔ の 硬 化 前 に 、 目 地

材 ８ を 剥 離 し て 目 地 溝 ５ ａ を 形 成 し た 後 、 無 機 塗 料 ３ Ｔ を 硬 化 さ せ る 工 程 （ Ｓ ２ １ ） と 、

ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン を 主 成 分 と し 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン を 含 有 し 且 つ 透 光 性 を 有 す る 無 機 塗

料 ４ Ｔ （ 第 ２ の 無 機 塗 料 ） を 、 有 色 層 ３ と 目 地 溝 ５ ａ と に 、 有 色 層 ３ よ り も 薄 い 厚 み と な

る よ う に 塗 布 し た の ち 、 無 機 塗 料 ４ Ｔ を 硬 化 さ せ て 、 透 光 性 且 つ 硬 性 の ガ ラ ス 質 の 保 護 層

４ を 形 成 す る 工 程 （ Ｓ ２ ３ 、 Ｓ ２ ５ ） と 、 を 有 す る 。

　 こ の た め 、 ト ン ネ ル の 内 壁 な ど に 対 し て 、 メ ン テ ナ ン ス が 容 易 で 、 良 好 な 視 認 性 の タ イ

ル 目 地 模 様 を 有 す る 塗 装 （ 疑 似 タ イ ル 塗 装 ） の 施 工 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 無 機 塗 料 ３ Ｔ 、 お よ び 無 機 塗 料 ４ Ｔ は 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン を 主 成 分 と し 、 オ

ル ガ ノ シ ラ ン を 含 有 す る の で 、 塗 布 後 、 常 温 で も 空 気 中 の 水 分 な ど と 反 応 し て 、 所 定 時 間

経 過 す る と 、 硬 性 の ガ ラ ス 質 の 物 質 と な る 。 こ の た め 、 有 色 層 ３ と 保 護 層 ４ は 、 硬 性 の ガ

ラ ス 質 の 層 （ ホ ー ロ ー 層 ） と な る 。 こ の た め 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 壁 面 （ 塗 装 物 １ ） な

ど が 良 好 な 耐 久 性 を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 上 述 し た よ う に 、 無 機 塗 料 ３ Ｔ と 無 機 塗 料 ４ Ｔ は 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン を 主 成

分 と し 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン を 含 有 し て お り 、 略 同 じ 成 分 で あ る 。 こ の た め 、 有 色 層 ３ と 保 護

層 ４ と が 良 好 な 密 着 性 を 有 す る 。 ま た 、 有 色 層 ３ と 保 護 層 ４ の 間 で 熱 膨 張 率 の 差 に よ る 歪

が 小 さ い の で 、 温 度 変 化 に よ る 有 色 層 ３ と 保 護 層 ４ が 剥 が れ る こ と を 低 減 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 ト ン ネ ル の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 側 壁 の 下 地 ９ に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ

ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 を 実 施 す れ ば 、 ト ン ネ ル の コ ン ク リ ー ト 構 造

物 に 、 良 好 な 視 認 性 、 耐 久 性 、 お よ び 、 不 燃 性 の 塗 装 （ 疑 似 タ イ ル 塗 装 ） を 行 う こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 ト ン ネ ル の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の

側 壁 に タ イ ル ２ ０ を 貼 付 し た タ イ ル 貼 付 部 ２ １ と タ イ ル 剥 落 部 ２ ２ と が 形 成 さ れ て お り 、

そ の タ イ ル 剥 落 部 ２ ２ の 下 地 ９ に 平 滑 化 処 理 を 施 し 、 タ イ ル 貼 付 部 ２ １ の 目 地 と 同 じ 間 隔

の タ イ ル 目 地 模 様 と な る よ う に 、 目 地 材 ８ を 剥 離 可 能 に 貼 付 し 、 上 記 塗 装 （ 疑 似 タ イ ル 塗

装 ） を 行 う 。

　 こ の た め 、 タ イ ル 貼 付 部 ２ １ と 、 疑 似 タ イ ル 塗 装 部 と で 、 視 覚 的 に 違 和 感 の な い 塗 装 を

行 う こ と が で き る 。 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る 塗 装 の 施 工

方 法 を 施 し た 壁 面 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 例 え ば 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 図 中 の 左 部 分 の

タ イ ル 貼 付 部 と 、 図 中 の 中 央 部 分 の 疑 似 タ イ ル 部 と で 、 視 覚 的 に 違 和 感 が な い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る ト ン ネ ル 壁 面 の 塗 装 方 法 で は 、

無 機 塗 料 ３ Ｔ （ 第 １ の 無 機 塗 料 ） 、 お よ び 、 無 機 塗 料 ４ Ｔ （ 第 ２ の 無 機 塗 料 ） が 、 一 液 性
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で 無 溶 剤 の 塗 料 で あ り 、 且 つ 、 不 燃 性 で あ る の で 、 不 燃 性 の 塗 装 （ 疑 似 タ イ ル 塗 装 ） の 施

工 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 無 機 塗 料 ３ Ｔ は 、 ア ル コ キ シ シ ロ キ サ ン が ３ ３ ～ ４

１ 重 量 ％ 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン が ８ ． ３ ～ １ ０ ． ３ 重 量 ％ で あ る 。 ま た 、 無 機 塗 料 ４ Ｔ は 、 ア

ル コ キ シ シ ロ キ サ ン が ７ ７ ～ ９ ５ 重 量 ％ 、 オ ル ガ ノ シ ラ ン が ５ ～ １ １ ． ３ 重 量 ％ で あ る 。

こ の よ う な 重 量 比 の 無 機 塗 料 ３ Ｔ 、 お よ び 、 無 機 塗 料 ４ Ｔ を 用 い る こ と で 、 耐 久 性 、 お よ

び 、 不 燃 性 の 塗 装 （ 疑 似 タ イ ル 塗 装 ） を 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 第 １ の 無 機 塗 料 ３ Ｔ と し て の Ｔ Ｓ コ ー ト Ｋ Ｔ （ 色 付 ） 、 第 ２ の 無 機 塗 料 ４ Ｔ と し

て の Ｔ Ｓ コ ー ト Ｋ Ｔ （ ク リ ア ） は 、 １ ０ ０ ％ 無 機 質 の 一 液 性 溶 剤 で あ り 、 有 機 溶 剤 を 含 ん

で い な い の で 、 延 焼 に よ る 有 毒 ガ ス を 発 生 し な い 。 ま た 、 略 密 閉 空 間 で あ る ト ン ネ ル 内 で

、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル 目 地 模 様 を 有 す る 塗 装 の 施 工 方 法 を 行 っ た 場 合 で あ っ て

も 、 作 業 者 の 人 体 に 対 し て 無 害 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 疑 似 タ イ ル 部 ６ お よ び 目 地 ５ の 表 面 に 高 硬 性 の ガ ラ ス 質 の ホ ー ロ ー 被 膜 （ 保 護 層

４ ） が 形 成 さ れ て お り 、 繰 り 返 し 表 面 洗 浄 を 行 っ た 場 合 で あ っ て も 、 反 射 率 の 低 下 が 少 な

い 。 ま た 、 疑 似 タ イ ル 部 ６ は 、 表 面 に 高 硬 性 の ガ ラ ス 質 の ホ ー ロ ー 被 膜 （ 保 護 層 ４ ） が 形

成 さ れ て い る の で 、 容 易 に 清 掃 す る こ と が で き 、 低 コ ス ト で 清 掃 な ど の 維 持 管 理 を 行 う こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 本 願 発 明 者 は 、 無 機 塗 料 ４ Ｔ と し て （ 株 ） シ ク ソ ン 社 製 上 塗 り 用 Ｔ Ｓ コ ー ト Ｋ Ｔ

（ ク リ ア ） を 用 い 、 上 記 本 発 明 に 係 る 疑 似 タ イ ル 塗 装 を 行 い 、 疑 似 タ イ ル 部 分 に 関 し て 、

首 都 高 速 道 路 株 式 会 社 に よ る ト ン ネ ル 構 造 物 設 計 要 領 に 従 っ た 要 求 性 能 に 対 す る 検 証 試 験

を 行 っ た 。

　 詳 細 に は 、 火 災 時 に 有 毒 な ガ ス を 発 生 し な い 要 求 性 能 に 関 す る 試 験 と し て 、 （ 財 ） 日 本

建 築 総 合 試 験 所 「 防 耐 火 性 能 試 験 ・ 評 価 業 務 方 法 書 」 ガ ス 有 害 性 試 験 を 行 い 、 有 毒 ガ ス が

発 生 し な い こ と を 確 認 し た 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 長 期 耐 久 性 に 関 す る 促 進 試 験 と し て 、 拡 散 反 射 率 の 測 定 を 行 っ た 。 詳 細 に は 、 （

株 ） シ ク ソ ン 社 製 上 塗 り 用 Ｔ Ｓ コ ー ト Ｋ Ｔ （ ク リ ア ） に て 保 護 層 を 形 成 し た 試 験 片 に 、 ト

ン ネ ル 内 に お け る 汚 染 物 質 を 塗 布 し 、 規 定 の 回 転 ブ ラ シ で 、 １ 測 定 に つ き ブ ラ シ 回 転 数 ７

５ 回 転 に て 洗 浄 し た 。 測 定 機 器 は 、 分 光 測 色 計 Ｃ Ｍ － ３ ５ ０ ０ ｄ を 用 い た 。 測 定 条 件 標 準

光 は Ｄ ６ ５ 光 源 、 視 野 条 件 は １ ０ ° 、 測 定 径 は 直 径 ３ ０ ｍ ｍ で あ る 。 照 射 お よ び 受 光 の 幾

何 学 的 条 件 は 、 条 件 ｃ 、 光 ト ラ ッ プ あ り （ ｄ ／ ８ ， Ｓ Ｃ Ｅ ） に 準 拠 し て い る 。

　 拡 散 反 射 率 （ Ｙ 値 ） 測 定 の 結 果 、 第 １ の 試 験 体 に つ い て 、 初 期 拡 散 反 射 率 は ９ ０ ． １ ％

、 洗 浄 測 定 ３ ０ ０ 回 目 の 拡 散 反 射 率 は ６ ５ ． ９ ％ で あ っ た 。

　 第 ２ の 試 験 体 に つ い て 、 初 期 拡 散 反 射 率 は ８ ９ ． ８ ％ 、 洗 浄 測 定 ３ ０ ０ 回 目 の 拡 散 反 射

率 は ６ ４ ． ０ ％ で あ っ た 。

　 い ず れ の 場 合 も 規 格 値 よ り も 良 好 な 結 果 が 得 ら れ た 。 詳 細 に は 、 上 記 設 計 要 領 に よ る 、

初 期 拡 散 反 射 率 の 規 格 値 は ６ ０ ％ 以 上 、 洗 浄 測 定 後 の 拡 散 反 射 率 の 規 格 値 は ４ ０ ％ 以 上 で

あ り 、 い ず れ の 場 合 よ り も 良 好 な 結 果 を 得 た 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ５ ６ ０ ０ － ８ － ４ ～ ５ に 従 い 、 は が れ 、 わ れ 及 び 顕 著 な 磨 滅 に 関 す

る 試 験 を 行 っ た 。 そ の 試 験 の 結 果 、 は が れ 、 わ れ 、 磨 滅 が 認 め ら れ な い こ と を 確 認 し た 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ れ

ら の 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が

あ っ て も 本 発 明 に 含 ま れ る 。

　 ま た 、 上 述 の 各 図 で 示 し た 実 施 形 態 は 、 そ の 目 的 及 び 構 成 等 に 特 に 矛 盾 や 問 題 が な い 限
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り 、 互 い の 記 載 内 容 を 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能 で あ る 。

　 ま た 、 各 図 の 記 載 内 容 は そ れ ぞ れ 独 立 し た 実 施 形 態 に な り 得 る も の で あ り 、 本 発 明 の 実

施 形 態 は 各 図 を 組 み 合 わ せ た 一 つ の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 上 記 実 施 形 態 で は 、 タ イ ル 目 地 模 様 の 塗 装 を 行 っ た が 、 こ の 形 態 に 限 ら 得 る も の で は な

く 、 例 え ば 、 目 地 模 様 を 図 柄 模 様 と な る よ う に し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 １ 　 塗 装 物 （ 壁 面 ）

　 ２ 　 モ ル タ ル 層

　 ３ 　 有 色 層

　 ３ Ｔ 　 無 機 塗 料 （ 第 １ の 無 機 塗 料 ）

　 ４ 　 保 護 層

　 ４ Ｔ 　 無 機 塗 料 （ 第 ２ の 無 機 塗 料 ）

　 ５ 　 目 地

　 ５ ａ 　 目 地 溝

　 ８ 　 目 地 材

　 ９ 　 下 地 （ 塗 装 対 象 物 ）

　 ２ ０ 　 タ イ ル

　 ２ １ 　 タ イ ル 貼 付 部

　 ２ ２ 　 タ イ ル 剥 落 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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